
新規/継続 作成責任者

担当課室

番号

総合計画（第2次）中期実施計画事業シート

事業名

事業開始年度
事業終了

（予定）年度

国・道の事業名 補助率、起債充当率 会計区分

総合計画

関係する計画等

基本目標

重点プロジェクト

（基本計画）
主要施策

総合戦略 根拠法令

事業の目的
（目指す姿を簡潔
に。3行程度以

内）

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

予算額
（単位:千円）

予算額 31年度 32年度 33年度 34年度 合計

財
源
内
訳

国支出金 0

道支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 0 0 0 0 0

事業費計 0 0 0 0 0

成果目標
（アウトカム）

基準値
（年度）

34年度33年度32年度31年度単位

目標値

成果目標
（原則定量的なもの）

目標設定の考え方

成果目標 目標設定の考え方 単位 31年度 32年度
基準値
（年度）

目標値

33年度 34年度

目標値

31年度 32年度

活動指標
（アウトプット）

活動指標
（原則定量的なもの）

指標設定の考え方 単位
基準値
（年度）

31年度 32年度指標設定の考え方 単位
基準値
（年度）

33年度 34年度

33年度 34年度

目標値

活動指標

 資料 ３－３ 



34年度 35年度以降

事業所管部局による点検・改善（新規事業または継続事業のうち大きな内容の変更や拡充があるもの）

項　　目 評　価 評価に関する説明

事
業
の
必
要
性

事業の目的は市民のニーズを的確に反映しているか。

民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い事
業か。

事
業
の
効
率
性

支出先の選定や、受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。
資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

これまでの執行率が低い場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

事業の統廃合を含めたコスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

事
業
の
有
効
性

成果実績・活動実績は目標・見込みに見合ったものとなっているか。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果的あ
るいは低コストで実施できているか。

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点検結果

改善の
方向性

そ
の
他

特定財源の確保に向けた検討などを行っているか。

近隣自治体との連携や役割分担は検討可能か。

これまでの行政評価やローリング等を踏まえた改善等（継続事業）

その他・備考

点
検
・
改
善

結
果

30年度以前 31年度 32年度 33年度

事業の工程表　（毎年度のローリングにおいて随時更新）


